













































生から 4 年生まで児童数約 50 名、教員は各学年担任が一人ずつで 4 名、
中の一人が分校主任を担っていることなどを教えていただきました。そし



















ました。路線バスでの通勤も可能なのですが、朝の 7 時台に 1 本、乗り遅
れたら 9 時台まで待つことになるのでオートバイ通勤をすることにしました。
（2）分校教師との出会い
　1977 年 4 月千葉県千葉市立 S 小学校 T 分校教諭として辞令をいただき、
着任しました。まだ学校は春休みでした。本校の職員室で紹介を受け、担
任は T 分校の 3 年生と発表されました。職員会議は二つの分校教師も本校































































































































































た。13 人全員の日記などを載せるのにはほぼ 1 ヶ月を要しました。中に
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ます。T 分校から本校までの距離は約 4 キロメートルです。子どもの家か
らだと 7，8 キロメートルになる子もいます。また、車の通る県道をどう
しても通らなければならないので安全指導は欠かせないものでした。T 分











　通常の学校では 4 年生は、5、6 年生のように学校行事の中心になるこ
とはありません。それに比べて分校の 4 年生の役割は、ほぼ 6 年生と同じ





































を特設しました。1 年生から 4 年生まででは楽器の演奏能力も、楽譜を読
む力もまったく違います。けれども、子ども一人ひとりに合った楽器を用
いて全員で音楽を作り上げる楽しさを味わってほしいという思いで始めま
した。合奏を通して一人ひとりを大事にし合い、心と心のつながりをさら
に強めることになるようにと考えました。合奏によって培われた人を信じ
る心と、いのちといのちとのふれあいは、いつしか社会に貢献できる人と
なるための糧となることを信じ、祈りながら取り入れた活動でした。
　課題を解決するための準備を始めました。主に旋律楽器として鍵盤ハー
モニカとリコーダーの技能を高めるための練習帳を自作することにしまし
た。まずは基礎から段階的に高めていき、短い曲を一人で吹けるようにな
ることを目指しました。子どもは目標が決まり一つ一つ段階的に向上する
練習が大好きです。練習帳をわたされると多くの子どもが譜面を見ながら、
友達や高学年の 4 年生に教わりながら練習を始めました。練習帳の制作は
私の担当です。簡単な指の動かし方から、タンギングの仕方など、音楽の
教科書や練習用教材などを参考に、鍵盤ハーモニカとリコーダー練習のた
めの曲集を作りました。
　折しも、次の年のへき地教育研究会を勤務する S 小学校で行われること
が決定されました。T 分校での公開は、分校独自の全員合奏への取り組み
紹介と演奏を行うことになりました。子どもたちの住むこの地域を大切に、
仲間を大切に、という目標を持って始めた分校合奏です。私たちの指導改
善につなげられるとともに、やはり、聞いていただけるということは子ど
もたちにとって大きな励みとなります。企画、準備は主として私に任せら
れました。いつか子どもたちがこの曲を演奏したのだと大人になっても誇
りに思える曲をと考え、スメタナ作曲「我が祖国」から「モルダウの流れ」
を選びました。T 分校で学ぶ子どもたちが生まれ育った故郷をいつまでも
忘れず、愛し続けてほしいと願っていたからです。愛する祖国のために作
られたこの曲は、川の大きさこそ違うものの分校の前を流れる川とぴった
り合っているように思いました。
神の國は斯くのごとき者の國なり
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　曲が決まり小学生の合奏のために編曲した楽譜探しから始めました。し
かし、なかなかこれといったものはありません。そもそも、1 年生から 4
年生までの合奏を想定した楽譜などありません。無いなら作るという分校
教師のやる気に火がつきました。実際に作成するまでは大変なことでした。
次第に、曲を美しく響かせることよりも、1 年生の○○君、4 年生の○○
さんをこの曲でどう生かすかと考えるようになってきました。原曲のメロ
ディーはそのままに、楽器は分校にある物をどう使うかを考え、一人ひと
りの顔を思い浮かべながら編曲作業を進めました。少しずつ出来上がるた
びに先生方に聞いてもらい、率直な感想や助言をいただきました。休日も
分校の楽器に囲まれ作業を続けました。校庭に遊びに来た子どもに頼んで
楽器を弾いてもらい、どうかな、何とか弾けそうかな、などと相談しなが
ら進めました。先生方とたくさんの子どもたちの協力のおかげで総譜が完
成したのは夏休みも終盤になった頃でした。
　二学期に入ると、練習に拍車がかかりました。研究会当日、緊張した面
持ちで食い入るように指揮者の私を見つめる子どもたちのひたむきな演奏
に胸が熱くなりました。参加された先生方の中には目を潤ませて聴いてく
ださった方もいらっしゃいました。子どもたちの持つ力はすごいと驚嘆さ
せられた一日でした。
5．学級文化と特殊教育
（1）芸術教科を学級の中心に
　分校では音楽、図工の指導も担任が行います。子どもたち一人ひとりの
いのちが生み出すような教科の学習はとても楽しいものでした。分校の周
りやそれぞれの家の周りは田んぼや畑が多く、一見変化に富んでいるとは
言えないかもしれません。しかし、道端の花や、林を飛び交う鳥や蝶など
よく見れば豊かな色彩にあふれています。生のコンサートに触れる機会は
ほとんどありませんが、多くの田んぼを潤している川の音や、鳥の声、近
くの牛舎から聞こえる牛の声、竹林の葉の擦れ合う音など、気づけば都会
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にはない自然の音が人の心を和ませてくれます。
　私は日頃からよく見て、よく聞いて、よく触って感覚を鋭くすることで
自分たちの住む場所の美しさに気づく力を養えるよう、生活日記を中心に
指導していました。生活をよくする、学習を向上させる、仲間意識を深め
ることと全く同じです。図工では、仲間を描くことを大事にしました。「髪
の毛の色は何色ですか。」と尋ねると子どもは「黒です。」と答えます。「本
当にそうですか。お隣の人の髪をよく見てごらん。」と言うと「あ、緑か
なあ。」とか「こげ茶かな。」というつぶやきが聞こえるようになりました。
じっくり見ることの大切さを繰り返し伝えながら、写生にもよく出かけま
した。同じ場所でも、季節によって植物は色や形を変えてくれます。動物
たちは成長していきます。ここでも、よく見て、よく気づいてといった学
びを大事にしました。
　音楽では、3 年生から学習が始まるリコーダーを中心として、学級づく
り、仲間づくりを行うことにしました。リコーダーは小さいものから大き
いものまで種類は多くても、運指方法は二つしかありません。音の美しさ、
和音の美しさ、心地よさ、を味わうのに最適と考えました。教室にはソプ
ラニーノ、ソプラノ、アルト、テナーそしてベースの 5 種類のリコーダー
を揃えました。4 年生になる前からアルトリコーダーに挑戦していました。
合奏曲にはドローン効果を取り入れて、運指やタンギングの苦手な子も和
音の低音部だけを長く演奏することで合奏に加われるようにしました。低
音部の 2、3 の音だけの運指であれば誰でもできます。合奏にも深みや広
がりが生まれメロディーがより美しく響きます。帰りの会の時間にみんな
で合奏したり、雨の日の休み時間、放課後など、数人で集まって合奏を楽
しんだりしていました。
　学校生活で子どもたちの成長、向上を求めるためには、民主的な学級風
土と文化がとても大事だと考えるようになっていました。互いにモデルと
なって友達の絵を完成させたり、練習を重ねながら合奏したりする中で、
一人ひとり違っている、自分と同じ子どもはいない、だからこそ、クラス
神の國は斯くのごとき者の國なり
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ではどの子も大事なメンバーだということに気づいていくのです。また、
音楽や詩の暗唱などの文化的営みは心を穏やかにしていきます。やがて、
自然と互いに学び合う姿が見られるようになってきました。生活日記に友
達のよいところに気づいて書く子も増え、1 枚文集に掲載してみんなで読
み合いました。「学校は競争する場所ではなく、一人ひとりの違いで彩り
豊かに協奏する場所です。」と私が常に語り続けている言葉は、この分校
の指導経験から生まれたものです。私は学校の土台は「神さまは一人ひと
りの子どもを愛されている。」という聖書の言葉にあると思っています。
（2）特殊教育の学び
　へき地指定の学校の近くには他の教育施設がないため、理解力が際立っ
て低い子や様々な問題を抱えた子も一緒に学ぶことになります。私自身は
そのこともへき地教育の魅力だと思っていました。T 分校で始めて担任し
た 13 名の子どもの中に、担任には一言も自分から話をしない女の子がい
ました。初めは恥ずかしがり屋なのかと思ったのですが、どうもそうでも
ありません。主任の先生に話を聞くと入学してからずっとそうだとのこと
でした。ただ、休み時間などは物静かではありますが、気の合う友達と楽
しげに遊んでいましたし、話もしています。国語の音読のときは小声です
が自分の番になるとしっかりと読みます。毎日生活日記もきちんと書き、
学習したことの定着度も高くきわめて優秀な子でした。保護者も家庭では
普通に会話をしていることもあり、あまり心配をしていないようでした。
けれども、私は友達や家族のような心のふれあいがしたい、小さい声でも
いいから私に話しかけてほしいと思いました。教師として何かできること
はないだろうかとずっと思い続けていました。私が学生の頃、教会で友達
とよく歌っていたゴスペルフォークに「どんな遠くの呼び声でも、愛の耳
は聞き分ける」という歌詞があります。生まれも育ちも違うのですから、
大きな声で話せる子もいれば、小さな声、声にならないような声で何かを
話しかけている子もいるはずです。それに加えて、理解力や体力も一人ひ
キリスト教教育研究　No. 35
－ 41 －
とり違います。子どもたち一人ひとりの賜物をいかすために「愛の耳を持っ
た教師になりたい。」と考えるようになりました。そのためには、様々な
子どもたちのことについてもっと学ばなければいけないと思い、当時学校
の夏休みの間に開催されていた特殊教育免許認定講習に参加することにし
ました。当時この講習は実際に特殊教育に従事しながら免許を持たない多
くの教員のために開催されていたのですが、千葉県では門戸を広く開き、
一般教員の受講も認めていました。学生時代とは違い、講義内容と学校現
場での実体験とを比較しながら学ぶことができました。その内容は分校で
の指導にも大いに役立ちました。自分からは私に話をしない女の子は分校
に在籍中大きな変化はありませんでしたが、微笑みは確実に増えていきま
した。そして、この特殊教育に関する講習会受講の経験が、次に私が遣わ
された場所で生かされるとは、その時まったく思ってもいませんでした。
（立教小学校校長・JICE 所員）
